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１．適用の範囲 

 

【解説】 

本要領は、北九州市都市整備局が管理する道路トンネルの定期点検に適用す

る。なお、本要領は、トンネル本体工及びトンネル内に設置されている附属物

等の取付状態を対象とする道路トンネルの定期点検に関して標準的な内容や現

時点の知見で予見できる注意事項等について規定したものである。 

一方、道路トンネルの状況は、道路トンネルの構造や地質条件等によって千

差万別である。このため、実際の点検にあたっては、本要領に基づき、個々の

道路トンネルの状況に応じて定期点検の目的が達成されるよう、十分な検討を

行う必要がある。 

本要領は、山岳トンネル工法や矢板工法を含めた山岳工法によって建設され

たトンネルの維持管理を想定して作成している。シールド工法や開削工法等に

よってトンネルが建設される場合、使用されている材料や部位の考え方が山岳

工法で建設されたトンネルとは異なるため、本要領に記載されている判定区分

をそのまま使用することができない場合があることに留意する必要がある。 

さらに、道路トンネルの管理者以外が管理する占用物件については、別途、

占用事業者へ適時適切な点検等の実施について協力を求め、その内容を文書等

に反映するなど、安全の向上に努めるものとする。 

 本要領は、道路法（昭和27年法律第180号）第２条第１項に規定する道

路におけるトンネル（以下「道路トンネル」という）のうち、北九州市都

市整備局が管理する道路トンネルの定期点検に適用する。 
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